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り

の

に

と

の

ま

の

は

う

な

。

フ

ど

，

，
か

主

る

も

た

り

つ

く

い

う

た

マ

に

け

ら

分

は

め

は

つ
あ

い

多

と

よ

し

ス

上

受

た

か

し

深

動

な

が

は

の

だ

の

ま

テ

地

を

来

る

た

つ

そ

て

し

所

ダ

行

日

い

え

や

。

つ

ま

場

ン

へ

の

思

考

に

た

よ

れ

る

工

殿

そ

く

と

殿

し

に

ら

れ
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神

。
し

い

神

ま

入

め

ら

身

に

う

お

た

て

じ
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強

じ

自

め

よ

ど

き

め

感

殿

が

感

分

た

し

ち

行

　

を

活

く

画
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の

そ

れ

プ
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ト

が
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す
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。
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持
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た
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つ
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一
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ウ
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搬

麗

マス

０
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を
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騎
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に

な

ユ
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う
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ど
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り
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た

ほ
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帰

ブ
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し

た

と

ヘ
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ル
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テ

い
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，

・

ス

て

と
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い

，
失

は

そ

は

な

は

で

ち
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象
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濠
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懸
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を
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に
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回
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を
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を
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懇
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証
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れ

。
づ

カ

は

家

い

の

あ

の

ま

別

く

た

近

ス

ち

に

つ

な

。
後

集

特

て

し

に

一

た

胸

に

出

繍
噺
論
欝
鴛
識
隷
議

ま

わ

め

れ

活

は

開

な

・
ウ

し

出

，
こ

，

励

代

た

く

の

ち

が

的

晩

・

ま

き

て

働

今

硫

暢
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に
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が
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を
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。
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Ｑ
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懸
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て
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を

て
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を
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を

。
州

か

し

と

し

り

一

洋

リ

イ

だ

ス

一

の

す

た

ち

を

受

な

人

と

盆

母

プ

は

に

ナ

日

バ

親

て

ま

号

ケ

限

た

ナ

ず

仰

ま

取

タ

西
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陶讐

懇
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Ａ
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襲
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塵
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も
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が
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Ｑ
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が
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う
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を
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を

の
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に
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放
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ま
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．
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が
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を
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を
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が
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も
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が
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縞
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♂
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を
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と
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嵩
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Ｃ
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ま
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洪
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．
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蓄
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触
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。
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を
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と

。
で

幾

発

成

の

と

つ

ま

つ

の

主

を

を
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問
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ど

か

り

産

仰

会

で

近

れ

と

を
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西
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が
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を
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迎
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に

は
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彼
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ど
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を
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を
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人がい ます。 この教会はその ような目

的のためにあるのです。 それは,た と

え誘 惑に負 けそうになった としても,

わ た したちが正 しく良い思い を持 って

自分の足で堂 々とまっす ぐに立つこと

ができるように助 け合うことです。｣

4時 間にわたって開かれ た神権者訓

練集会 において,ヒ ンク レー大管長 は

出席 した615人 の指導者 に対 して,会

員たちの霊性 を築 くことに努力を集 中

す るように と勧告 した。 さ らに,『 聖

書』と 『モルモ ン書』を読むと同時に,

預 言者 ジ ョセブ･ス ミスに関す る書物

を読 むように勧告 した。

｢祈 り,人 々に奉仕す るこ と,そ し

て皆 さんのワー ドの会員たち,特 に若

人に対 して手を差 し伸べ,彼 らの心 を

つかむために努力 して くだ さるように

強 くお願い します。一人一人の若人 と

話す時間を取 って ください｣と 大管長

は述べた。

ブリガム･ヤ ング大学での

礼拝集会

ブリガム･ヤ ング大学マ リオッ トセ

ンターを埋めた学生 と教職員を前 にし

たヒンク レー大管長 は,平 凡な存在に

甘 ん じることのない ようにと学生たち

に勧告 した。｢皆 さんは確 かに善良な

人々です。｣大 管長は礼拝集会に出席

した2万2,000人 を超 える人 々に語 った。

｢け れ ども善良であ るとい うだけでは

不十分です。いずれかの分野で人 々の

ため になる存在 で なければな りませ

ん。世の中に貢献 しなければな りませ

ん。皆 さんがいることによって世界は

より良い所 とな り,皆 さんの持つ善が

ほかの人々の問に広 まっていかなけれ

ばな りません。……
やみ

様 々な問題が満 ちあふれ,絶 えず闇

と邪悪の挑戦 にさらされてい る現在の

世の中にあって,皆 さんは平凡な存在

ではな くそれ以上の人になることがで

き,ま たそ うな らなけれ ばな りませ

ん。｣大 管長 は さらに続 けて,次 の よ

うに語った。｢皆 さんは社会 の中に入
おく

り込み,正 しい ことを臆することな く

はっ きりと言うことがで きます。

じっと座 って,… …世界が無 目的に

さまよっているのを傍観 していてはな

りませ ん。世界は,世 界 を救 うことの

で きる価値 あるものについて臆するこ

とな く話す皆 さんの力 と勇気,声 を必

要 としているのです。｣

ヒ ンクレー大管長は,出 席者一人一

人 に対 して次 の よう に訴 えて い る。

｢わ た したちの文 明を光 り輝 くもの に

変え,わ た したちの生活に慰め と平安

を与える教えを人々に語 ることによっ

て社会 の指導者 になって ください。皆

さんは指導者 になることがで きます。

この教会の会員である皆 さんは,教 会

が主張す る教えに関 して指導者でなけ

れ ばな りません。……あらゆる真理の

敵 は皆 さんの努力 しようとする気持ち

に迷いを生 じさせることで しょう。 し

か し,そ の ような恐れ を捨て去 って,

真 理 と義 と信仰 の大義を推 し進 める勇

気 を持 って ください。生活 をこのよう

に変 えることを今決意 して くだ さい。

そうすれば,今 後 このことで思 い悩む

必要はなくなるのです。｣

八ロル ド･B･リ ー記念図書館の

鍬入れ式

ヒ ン ク レ ー 大 管 長 は 第 一 副 管 長 の ト

ー マ ス･S･モ ン ソ ン長 老 ,第 二 副 管

長 の ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト長 老

と と も に ヘ ル メ ッ トを か ぶ り,ブ リ ガ

ム･ヤ ング 大 学 構 内 の ハ ロ ル ド･B･
くわ い

リー記念図書館拡張工事の鍬入れ式に

参加 した。

ヒンクレー大管長が語った拡張計画

による と,約2万2,000平 方メー トルに

｢妻

及ぶ拡張部分には大学 が所有する貴重

な資料,保 存が困難な資料 を保管する書

庫,広 範な資料を集めた家族歴史図書館,

家政学,家 庭科学,社 会科学に関する資

料の書庫,200の 座 席を有する講堂,400

台 の ター ミナルを持つ コンピューター室

を2室,最 新のエ レク トロニクス技術 を

採 り入れた4室 の教室が設け られる。建

物の大きさは10の ステークセンターに匹

敵 し,建 築費用は10の ステークセンター

の建築費用を上回るが,個 人の寄付金に

より賄われることをヒンクレー大管長は

付け加えた。

モ ンソン副管長 は話の中で建物の名

称 に触 れて,｢ハ ロル ド･B･リ ー大

管長 に対 して ささげる称賛 にふ さわ し

い｣施 設であると述べた。

｢こ れは偉大な業績 を残 した人にふ

さわしい施設 になることで しょう｣と

モ ンソ ン副 管長は続 けている。｢ハ ロ

ル ド･B･リ ー 大管長 は,神 の真理に

関 して生 きた教科書 で した。彼 は常に

教え,常 に解 き明か し,自 らが教える

ことを常に実行 していました。主をよ

く知 った人でした。いかなるときも主

の前 に正 しい人で した。｣

フ ァウス ト副管長は,図 書館 は｢こ

の特別で,す ば らしい,独 特 な 『主の』

大学の宝 の一つ に数えられるようにな

るでしょう｣と 述べ た。

独身成人ファイヤサイド

ヒ ン ク レ ー 大 管 長 は ソ ル ト レー ク･

繍
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海の島々が奉献され,キ リバス

に最初のステークが組織される
二使徒定員会のL･ト ム･ペ リ

十 一長老 は8月 ,キ リバスに最初
のステー クを組織 した。ペリー長老 は

前 日,太 平洋諸島のキリバス,ナ ウル,

ツバル,ト ケラウ,ウ ォリス,フ ツナ,
の

バヌアッを福音を宣べ伝 える地 として

奉献 した。

タラワ･キ リバスステークはタラワ

に本拠地 を置 く。タラワは日付変更線

と赤道が交差する地点にあ り,幾 つか

の小 島が集まって構成 されている。同'

地 はキ リバス諸島共和 国を構成す る3
さん ご しょう

つの ミクロネ シア珊瑚礁群 の一 つで,

太 平洋中央部に520万 平 方 キロにわた

って広がる環礁の中にある。

タラワに福音が最初 に紹介 されたの

は約25年 前で,現 在は共和 国の人口7

万 人 のうち,約4,600人 が 教会員 とな

っている。新 しいステー クを構成す る

のは,キ リバス共和 国の全 人口の3分

の2の 人 々が生 活す るタ ラワ に住 む

2,400人 の 教会員である。

ペリー長老 は福音 を宣べ伝 える地 と

して6か 所の諸 島を奉献 した。｢あ な

たがこの地上で子 らのために定め られ

た福音の真理 は単純明快であるにもか

かわ らず,様 々な解釈 を主張 して争 う

世の中か ら,あ なたはこれ らの島々を

隔離 してこられ ました｣と ペリー長老

は奉献の祈 りで述べ ている。｢愛 す る

父 よ,永 遠 の福音の偉

大 な真 理 が これ らの

島々で確立 されている

ことを心 か ら感謝 しま

す。｣

ペ リー長老 はキリバ

スでの任務 を終 えて帰

国 してか ら,こ の よう

に述 べて いる。｢島 々

の末 日聖徒 の間には一

致の精神がみなぎって

い ました。 わた しは霊

の高ま りを抑 え切れ ませんで した。島

を訪れて人々に会 った ら,き っと皆さ

んも涙があふれて くるのを抑え られな

いで しょう。わたしは彼 らを好 きにな

りました。現在の教会の中にこのよう

な人々がい るとは考えてもみませんで

した。

主は海の島々にい る人々に対 して き

っと大 きな愛を抱いてお られることで

しょう。主は聖典 の中でその ことを繰

り返 し述べてお られ るか らです。 これ

らの島々における教会の成長を見 ると

きに,主 の約束が現在成就 されつつあ

ることを感 じます。｣□

瓢

ステーク設立のためキリバスを訪れたL

するモロナイ高校の生徒たち

急 儀

トム･ペ リー長 老を歓 迎

ハンガリーを訪れた

ホランド長老

十
二使徒定 員会 のジ ェフ リー･

R･ホ ラ ンド長老は先ごろハ ン

ガリー を訪れ,同 国の約1,000人 の教

会員の歓迎 を受けた。

ホランド長老 は自由の戦士 として近

代ハ ンガ リー国家を築いた人々を称賛

した後に,ハ ンガリーの教 会員 と宣教

師 も同様に,自 由を得 るために力 を尽

くしていると述べている。神殿の結び

固めの儀 式の大切 さにも触れている。

ホランド長老は一人の若い母親 と子供

を壇上に招 いて,子 供を腕に抱 きなが

簿 畿

露

軽

毒

麺舞 癩

冠

!躯
ボスニア駐留軍人 を訪 れたジ ェフリー･R･ホ ラ ン ド長 老

ら,結 び固めの きずなは強

い力で結 ばれてお り,｢わ た

したちが交わす聖約 に患実

であるな らば,い かな る力

もこれ を断ち切 る ことはで

きませ ん。 天父はすべての

家族が聖 なる神殿 で永遠 に

結 び固め られる ように一つ

の計画 を用 意 してお られ ま

す｣と 説明 した。

ホラ ン ド長老 は会員た ち

に人々 と福音 を分か ち合 う
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ように奨励 している。｢人 々が これ ら

の真理 を知 るには,皆 さんを通 して し

かほかに方法があ りません。ハ ンガリ

ーの人々は
,安 全が得 られることを知

り,福 音 によって明 らかにされている

ように,皆 さんの手から子供たちが取

り上げ られるようなことは決 してない

ことを知 る権利があ ります。｣

ハ ンガ リーのブダペス トでの集会を

終えた後,ホ ラン ド長老は七十人定員

会のデニス･B･ノ イエ ンシュバ ンダ

ー長老 と妻の レアン･ク レメン ト･ノ

イエンシュバ ンダー姉妹 とともにハ ン

ガリーのタサールを訪れ,同 地に住む

約20人 の教会員の歓迎 を受けた。 ここ

で開かれた集会には,ク ロアチアの国

境 地域およびボスニアヘルスゴビナの

セルビア入支配地区に駐留 している男

女の兵士 たちが駆けつけている。

ホランド長老 はこの後,ボ スニアの

ルツラを訪れて,同 地の基地 に駐留 し

ている約70人 のアメリカ軍関係者 と会

っている。□
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ちの関心が大 きく高 まっています。 ア

ジアのほとんどの国には,先 祖 を尊敬

し,あ がめる文化が あるため,こ の活

動は人 々の心 をとらえる きっかけにな

ると思い ます。教会員は家族歴史セ ン

ターの設置にも積極的であ り,ま たそ

れを活用するだけでな く,ほ かの宗教

の人 々に も利用 を呼びかけています。

多 くの教会員 は時間 と労力 に余裕があ

るわけではあ りませ んが,非 常 に精力

的 に家族歴史活動 を実施 してい ます。

こうした努力 は,会 員たちの生活に祝

福 をもたらし,ま た教会の発展 に大 き

く寄与することになるであろうと考え

ています。

家族歴史活動 とともに,韓 国･ソ ウ

ル神殿 と東京神殿は引 き続 き会員たち

の霊的な よ りどころ となってい ます。

多 くのステークでは新 レい改宗者に対

して死者のためのバプテスマを執行す

ることを奨励 しています。この儀式 に

参加することによって彼 らは,自 身の

エンダウメン トを受 け,家 族 と結び固

めを受けるために早 い機会に再 び神殿

を訪れたい という気持 ちを抱 くように

なっています。｣

第2世 代の教会員の活躍

会員たちはほかに どのような点

で力をつけていますか。

｢日 本 と韓国における開拓者 として,

第1世 代 の教会員が,犠 牲 と努力 を積

み重ねてきた実 りが数多 く見 られ るよ

うになってい ます。すで に第2世 代 の

会員たちは力をつけて きてお り,宣 教

師や指導者のかな りの部分 を占めるよ

うになっています。 日韓両国の専任宣

教師の4分 の1以 上,日 本の宣教 師訓練

セ ンターに入る青年男女の3分 の2以 上

は第2世 代の教会員です。

韓 国では,大 学 を休学 して伝 道 に

出る学生たちは伝道 を終 えて復学す る

ことが非常 に困難 な場合が多いのです

が,彼 らはこの犠牲 を払 う決意 をして

伝道 に出てい ます。 さらに韓国のすべ

ての青年男子 には3年 間の兵役 義務 が
あかし

あ ります。信仰 と不屈 の証 をもって堪

え忍 んで きた第1世 代 の改宗者は,世

界中の末 日聖徒 と同様 に強 さを持 って

います。

若人が直面するチャレンジ

結婚を優先させることで

得られる祝福

若 くして教会に加わる人々 も大 きな

力 となっています。生活費の高騰 教

育 と就職 にまつわる様 々な障害が理由

で,ア ジアの国々の多 くの若者 は,結

婚す る時期 を次第 に遅 らせてい ます。

教会指導者は,こ の社会的傾向によっ

て教会 内にも独身者が増 えていること

に警鐘 を鳴 らす一一方で,結 婚を優先順

位 の第1位 とする よう教え,励 まして

い ます。結婚 して家族 を築 くこ とを優

先 させ る末 日聖徒 は,祝 福 を受 けてい

ます。彼 らは天父の計画 に従って生活

す るための努力をしたか らです。

最近教会 に加 わったある大学生の体

験か ら,日 本 と韓国の多 くの若 い改宗

者が どのように勇気 を発揮 しているか

を説明 しましょう。 この学生は,い わ

ゆる過激派 グル ープ に入 ってい ま し

た。アジァをは じめ とする各地域で は

英語クラス を伝道活動の一環 として行

っていますが,彼 らは宣教師の誘い を

受 けて,お もしろ半分に出席すること

に しました。この青年は続 けて出席す

ることを決意 し,自 分の意志で,2回

目の英語 クラスに出席 しま した。彼 は

末 日聖徒の聖典から間違 いを見つけ出

そうとして研究を始めました。しか し,

彼 は問違い を見いだせず,や がて教会

の教えに改宗 しました。両親は息子が

この新 しい宗教に入ったために もっと

反抗的になるのではないか と心 配 しま

した。 また友人たちは,彼 を翻意 させ

るためにバ プテスマの行われた同 じ晩

に過激派の集会を開きました。けれ ど

も彼は,正 しい と知 ったことを貫 きま

した。 さらに,両 親 と二人の友人が彼

の生活の変化 に強い印象 を受 け,最 近,

宣教師か ら福音を学び始めました。

日本での伝道100周 年を

記念するための準備

日本の会員たちは彼 らの歴史上の大

切 な節 目を祝 う準備 をしています。 日

本伝道部は1901年,ヒ ーバ ー･J･グ

ラ ントによって開設 されました。2001

年 に 日本 における教会の100周 年 記念

行事 を行うために準備委員会が組織 さ
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れてい ます。委員会では歴史的な出来

事 と証を1冊 の本 にまとめて 出版す る

作業 を進めています。 この本 は会員た

ちが愛読 し,ま た会員たちを啓蒙す る

ことだけを目的 とす るのではなく,図

書館 に寄贈 して広 く一般の人々に教会

の歴史 を知 らせることを目指 していま

す。

教会員の数々の人道的行為

会員たちの力 を説明するのに彼 らが

行って きた数 々の入道的な行為 を挙げ

ないわけにはい きません。そうした働

きによって多 くの人々に活力 と希望を

与えてきました。 日韓両国 とも,会 員
じゅうぶん

たちが納 める什 分の一 と断食献金 によ

って財政的に自立 してい ます。両国の

献金 は,世 界のほかの地域 において教

会の成長 と支援のため に使われていま

す。 阪神大震災の際の教会員 の対応か

ら,彼 らは援助 を必要 とされれば,い

つでも実行で きる準備 を整えていたこ

とが分か ります。会員 たちは仮設住宅

や無料食堂の建設 を手伝い,ま た 日本

全国の会員たちか ら食料品,衣 類,医

薬品があふれるばか りに届け られ まし

た。会員たちは3週 間にわたって20リ

ッ トル入 りのポリ容器 に水 を入れて被

災地 まで運びました。1995年2月 の第1

日曜 日にアジア北地域 のすべ ての会員

は特別 に断食 して,地 震の被災者のた

めに献金 しました。この被災者の中に

は家 を失 った60人 の教会員 も含 まれて

います。

外国人社会の力

日韓両国の会員たちの力は,両 国に

住んでい る外 国人社会 の中に も見 るこ

とができます。東京には,英 語で集会

が行われているワー ドが3つ あ ります。

英語 を話す軍人のための地方部が 日本

に二つ,韓 国に一一つあ ります。 また,

日本では,ブ リガム･ヤ ング大学が企

業実習 プログラム を実施 して成功 を収

めています。 ここで,ブ リガム･ヤ ン

グ大学の学生 たちは,教 会の大使 とし
せいさん

て頑張 っています。軍人地方部の聖餐

会出席率は,80パ ー セ ントという高率

に達 してい ます。 この数字か ら,彼 ら

が どれほど熱心 に教会活動に携 わって

いるかを理解す ることがで きる と思い
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で1997年 に末 日聖徒イ,エス･キ リス ト

教会の会員 は,開 拓者たちが時代 と地

域 にかかわ りな く教会にささげた,信

仰 と献身の大いなる受け継 ぎを祝 いま

す。開拓者 とは,教 会の確立 を助 ける

世界中の人々を指 します。 さらに,現

在 と将来 にわたって主の業を推 し進 め

る人々は,熱 心 に開拓者の示 した諸徳

を見習 うで しょう。｣(大 管長会の手紙,

1995年1月20日 付 け)こ の記念祭のテ

ーマは｢信 仰 こめて,一 歩ずつ｣で す。

大管長会のこの手紙 には,『 開拓 者

150年 記念祭 ガイ ドライン』 と題す る

資料が 同封 されていました。 このガイ

ドラインには,｢こ の盛大な行事を祝い,

現 代 と過去の教会の開拓者たちをしの

んで信仰 を強めるのに役立つ｣(同 上)

個 人,家 族,教 会のユニ ッ トのための

活動の概要が提案 されています。

｢開拓者から受け継ぐ奉仕の日｣

この記念祭 のハ イライ トの一つ は,

1997年7月19日(土)に 世界 的規模で行

われる奉仕活動の 日です。 この｢開 拓

者か ら受け継 ぐ奉仕 の 日｣の 目的は,

開拓者の入植150周 年 の記念 日を祝 っ

て150時 間 を地域 の奉仕活動 に注 ぐた

め,全 世界の定員会,補 助組織のクラス,

あるいは教会ユニットの参加 を促すこと

にあ ります。この活動により,世 界中の

地域社会のために貢献する時間は350万

時間を上回ることになるで しょう。

1996年 夏,十 二使徒定員会のM･ラ ッ

セル･バ ラー ド長老は,ワ イオミングか

らユ タまで続 くモルモン道に沿い,開 拓

者たちの足跡をたどりました。バラー ド

長老は次のように語っています。｢わ たし

は,わ た したちのひたむきな先祖が,な

ぜあれほ どのひどい苦 しみを味わいなが

らも,あ のように大変な障害に果敢に立

ち向かっていけたのか,驚 異に思ってい

ました。彼 らが犠牲を払い,耐 え抜いた

一つの理由は
,わ たしたちのために信仰

という遺産を残 し,そ れによって,わ た

したちが全世界に教会を築 く業を推 し進

めるという大切な責任を感 じられるよう

にするためだったのではないで しょう

か。｣(｢信 仰 こめて,一 歩ずつ｣『 聖徒の

道』1997年1月 号,p25)

教会150年 記念祭委員会委員長であるバ

ラード長老は,ス テーク,ワ ー ド,地 方部,

支部の指導者たちが,次 回の評議会でこの

議題を採 り上げ;会 員たちが霊的な充実感

を体験できる活動を選ぶよう,呼 びかけて

います。また,世 界に広がる開拓者から受

け継いだ信仰を確実に守 り続けるよう,会

員たちに勧めています。

明るい炎を上げて輝くように

バラード長老は教会の開拓者の足跡

に従 うよう強調 し,次 の ように勧告 し

ました。｢彼 らか ら受け継 いだ信仰 と

い う遺産が失われることのないように

しなければな りません。 開拓者たちの

勇敢な生涯が,わ たしたちの心,特 に

若い人々の心に感動 を与え,真 実 の火

と,主 とその教会への揺 るぎない愛が,

昔 の開拓者 たちの胸 の中 に燃 えた よう

に,自 分たちの胸の中にも明るい炎を

上げて輝 くように しようではあ りませ

ん か。｣(｢信 仰 こ めて,一 歩 ず つ｣

『聖徒 の道』1997年1月 号,p.28)

歴史を学ぶことによって

さらにゴー ドン･B･ヒ ン クレー大

管長 は,1996年10月 の総大会の締 め く

くりの説教 で,こ う付言 しています。

｢バ ラー ド長老が語 ったように… …来

年は,モ ルモ ンの開拓者たちが1847年

に この盆地に到着 したことを記念する

年です。思い起 こしてみ る事柄が,た

くさんあることで しょう。すべ て益に

なるこ とです。 わた したちは皆,過 去

のこ とを思い起 こしてみる必要があ り

ます。わたしたちは歴 史を学ぶ ことに

よって,過 ちを繰 り返 さないための知

識 を得 られます。 また,そ れ を基 とし

て,将 来に備 えられるようになるので

す。｣(｢援 助 の手を差 し伸べ る｣『 聖

徒 の道』1997年1月 号,p97)□

新 しいロゴ 教会の正式名を改めて強調
み な

救
い主の御名 を強調 した新

しい ロゴのデザイ ンが,

大管長会 と十二使徒定員会か ら

発表 された。

教会広報部長,ブ ルース･L･

オ ルセ ン兄弟は次の ように語って

THECHURCHOE 末 日聖徒

IESUSCHRISTイ エス キ リス ト
OFLATTER-DAYSAINTS

教 会

教会の新しいロゴ。教会の教えが救い主を中心としていることを強調している。

いる。｢新 しいロゴは,教 会の正式名 と,

救い主が教会の教えの中心に位置 してお

られることを改めて強調 しています。そ

してわたしたちの主イエス･キ リス トへ

の忠誠についても強調 しています。

3行 にわたるデザインは,字 の大きさ

の配分から見て も,表 示されている位置

から見ても,救 い主の御名が 目立つよう

になっています。教会のイメージを視覚

的にいっそうはっきりとさせ るだけでな

く,教 会の名前が読みやす くなるように,

またメディアにおいても正しい認識がな

されるように,は っきりと3つ の要素に

分けられています。｣

1838年,教 会の正式名称はジョセブ･ス

ミスに啓示として明らかにされた。しかし

マスコミも世間の人々も,さ らに教会の会

員までもが,長 年にわたり教会を｢モ ルモ

ン教会｣と 呼び,会 員を｢モ ルモン｣と 呼

んできた。その由来は 『モルモン書 一 イ

聖徒の道/1997年2月 号

8

エス･キ リス トについてのもう

一つの証』にある。また｢末 日

聖徒教会｣な ど,ほ かの名称で

呼ばれることもある。

オルセン兄弟は次のようにも

述べた。｢教 会の正式名 と 『モル

モ ン』 をまった く結びつけ られ ない人
かしら

が数多 くい ます。教会の頭であるイエ

ス･キ リス トの御名が強調 された新 しい

ロゴにより,誤 解が訂正され,混 乱が解

消されるよう願っています。

マスコミには,報 道で教会の名称を使

用する際,初 出では正式名称を用いて く

ださるようお願いしています。そして再

び名称 を繰 り返す際 には,『 末日聖徒』

と呼んでいただければと思います。｣□
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ができました。

神殿で主から教えられたこと

翌 日か らの2日 間の神殿 訪問は,わ

た しに とってオアシスでした。死者の

ためにゆっ くりと働 くとともに,二 つ

のことを主か ら教 えられました。一つ

は｢仕 事は大丈夫である｣と いうこ と,

もう一つ は｢子 供 を教 えるときに,忍

耐強 くあるように｣と いうことで した。

神殿 に参入 した翌週 も忙 しかったの

ですが,一 つの大 きな山を越 えること

がで きました。 しか し次の山はさらに

大 きく,越 え られそうもあ りませんで

した。土曜 日(10月26日)は 夜10時 ま

で働 き,翌 日(10月27日)は 安息 日で

したので完全 に休みました。

主に祈りながらの仕事

月曜 日(10月28日)は 家庭の夕べの

日で したが,夜 中の1時 まで働 いて,

仕事 を終えることがで きま した。 わた

しはその 日一 日中,主 に祈 りなが ら仕

事 を行いま した。｢わ た しはあなたが

命 じられて きた ことを行 って き まし

た。 わた しが この山を越 えることがで

きますように。｣

妻 に車で会社 まで迎えに来て もらっ

て家に帰 り,床 に就い たの は夜 中の3

時 でした。 しか し不思議 なことに火曜

日(10月29日)に は主は時間を与 えて

くださり,家 庭の夕べ を行 うことがで

きました。

水曜 日(10月30日)は また忙 しく,今

度は支部の神権役員会があるのに仕事が

なかなか終わらず,よ うやく区切 りがつ

いて夜8時40分 に野並支部に着 き,役 員

会に出席することがで きました。

木曜 日(10月31日),最 後 の山を越

えることができました。毎 日天父に祈

りなが ら仕事 をしました。 また2日 間

のステー ク大会 を無事 に迎 えることが

できるように祈 りました。主 は神殿で

｢大 丈夫 です よ｣と 言われ た ように,

約 束を果 たしてくださいました。

支えとなった二つの聖句

妻 とともに今忍耐強 く子供たちを教

えるように努力 してい ます。 また,そ

のような忙 しい 日々の中,毎 日聖典 を

読んでいるときに,二 つ の聖句が わた

しの大 きな支 え とな りました。｢だ れ

も,二 人の主人に兼ね仕えることはで

きない。…方 を憎 んで他 方を愛 し,あ

るいは,一 方 に親 しんで他方 をうとん

じるか らであ る。あなたがたは,神 と

富 とに兼 ね仕 えるこ とはで きない。｣

(3ニ ー ファイ13:24)

｢まず 神の王国と神の義 を求めなさ

い。そ うすれば,こ れ らのものはすべ

て添えて与 えられるであろう。

だか ら,明 日のことを思い煩 っては

ならない。明 日のことは明 日自身が思

い煩 うであろ う。その 日はその日の苦

労 だけで十分であ る。｣(3ニ ー フ ァイ

13:33-34)

主はあなたを召された

11月2日 にステーク会長会が再組織さ

れる とい うこ とで,ア ジァ北地域会長

会第二副会長のL･エ ドワー ド･ブ ラ

ウン長老 と地域幹部のゲー リー･松 田

長老が名古屋 に来 られ,ス テー ク会長

会,高 等評議員,監 督,支 部長 らが面

接 を受け ました。わたしも面接 を受 け

ました。家 に帰 り,そ の 日はわた した

ちの22回 目の結婚記念 日で したので,

妻 と少 しの時間一緒に過ごしました。

その後,ス テーク大会の神権指導者

会に出席す るため名東のステークセン

ター に再び行 きます と,ブ ラウン長老

が会いたいとの ことで した。部屋 に入

ります と,ブ ラウン長老 は｢主 はあな

たをステー ク会長 に召 されました。あ

なたは,こ の召 しを受 け られ ますか｣

と聞かれました。わた しは驚 くととも

に,ど う答 えてよいか分か りませんで

した。｢も し主がわた しを召 されたの

であれば,喜 んでこの責任 をお受 けし

ます｣と 答えま した。す るとブラウン

長老 は｢主 があなた を召 され ました｣

と もう一度言われ ました。松田長老 も

日本語 でそのことを伝 えて ください ま

した。

わたしはそのとき御霊 により,ブ ラ

ウン長老 と松 田長老 が語 っていること

が真実であると知 りました。ブラウ ン

長老 と松 田長 老 との問に は…･致が あ
しもべ

り,確 かに主の僕 として働いてお られ

ることを御霊 により知 ることがで きま

した。

この教会 は,主 イエス･キ リス ト様

の教会であ り,こ の御方を除いて天父

のもとにわたしたちを帰すことので き

る御方がいない ことを証 します。また

主 イエス･キ リス ト様はわたしの罪 の
あがな

蹟い主であることを証 します。(つ かは

ら･と しひで)

塚原俊英ステーク会長

の紹介
なか こ ま

1948年 山梨県中巨摩郡甲西町生ま

れ。1972年 に改宗(24歳)。 慶応義

塾大学大学院にて機械工学専攻,修 ±

課程ll多了。三菱重工業株式会社勤務。

1974年 に渡辺智恵子姉妹と結婚。4

人 の子供がいる。長男･千 尋(20歳),

長女･千 春(18歳),次 女･千 明(16歳),

=女･干 里(1丁 歳)
。これまで副伝道部

長,ス テーク書記,監 督,支 部長,長

老定員会会長などの責任を果た してき

た。野並支部所属。
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分がいました。

それな らと部屋の片隅に用意されて

いたリフ レッシュメン トをつ まもうと

したとき,す ぐそばにいた片岡兄弟が

声 をかけて くれました。 同じ我孫子ス

テークで顔 なじみだったか らなので し

ょう。それでわたしたちは,デ ー トプ

ログラムの1時 間 を一緒に出かける こ

とになったのです。

東京 タワーへ歩いて行 きました。20

分 ぐらいのつ もりが,た っぷ り40分 は

かかって しまい ました。駆 け足 の東京

タワーデー トとな りましたが,帰 り際

に｢あ と2時 間 くらい取 っていた らよ

かったね｣と 言って くれた言葉が,と

て もうれしかったのを覚えています。

彼 とのおつ きあいは,い つ もほんわ

か した幸せ をわた しに与えて くれてい

ま した。年齢のことを考えると,問 題

がた くさんあ りそうなのに,な ぜかそ

.ば に立 っていると,す んな りとしてい

て何 も問題がなかったのです。ず うっ

とその気 持ちは続 きました。そ して,

心 配なことがあって も話 をすれば,そ

れはいつ も解決 されてい きました。

今は結婚 してほん とうに よかった と

心か ら思います。幸せに幸せ を重ねて,

そのことによって神様 にご奉仕できる人

生にしたいと心か ら願 っているところで

す。(かたおか･ち ほの 日曜学校教師)

指導者の導きに従って
｢真剣に結婚 について考えているのなら,
一人はすてぎな兄弟を見いだせたと思いますよ｣

町田ステーク町田第一ワー ド

山田百合香

結 魁轡 謄 慧説 ミ･
わた したちは1994年5月 の神殿交流

会で初めて会いました。この交流会は,

松 下泰洋兄弟姉妹(現 神戸伝道部長 ご

夫妻)の 主催で行 われました。

その ころのわたしは,結 婚について

山田ご夫妻

真剣 に考えてい ましたが相手 を見いだ

せ ず,松 下兄弟 に相談 してみ ま した。

わたしな りにまじめに結婚 について考

えていたのですが,松 下兄弟は｢あ な

たは言葉だけで,言 っているほ ど結婚

した くないんじゃないですか。あなた

よりも真剣 に考えている姉妹はた くさ

んいますよ。神殿交流会 に出てみませ

んか｣と 言われて参加 しました。

主人の方はというと,や はり彼の当時の

監督さんに勧められて参加しました。しかし

交流会のときは,お 互いあまりぱっとしない

印象で別れました。その後すぐ,松 下兄弟か

らのフォローがあって｢す てきな兄弟はいま

したか。ほんとうに真剣に結婚について考え

ているのなら,一 人はすてきな兄弟を見いだ

せたと思いますよ。その人の名前を書いてわ

たしに教えてください｣と 言われました。

今思 うと,松 下兄弟のこの言葉で今

の主人を見いだせたように思います。 し

かし交流会の後は,た まにデー トをした

り,電 話をしたりという程度で大 きな進

展 もなく,月 日が流れて行 きました。

1995年 の 冬,わ た しはいつ もの よう

にク リスマスカー ドや年賀状 の準備を

しなが ら彼の ことを思い出 しました。

しか し彼の住所 をな くして しまったこ

とに気づ き,彼 と同 じワー ドの兄弟か

ら住所 を聞いて カー ドを出 しました。

それか ら連絡 を取 り合 うように な り,

お 互いの気持 ちが確 固たるものとなっ

て,1996年7月12日,東 京神殿 におい

て結婚 し,現 在 に至 っています。

結婚前 と後 では,お 互いのことを思

う気持 ちが随分変わ り,も っと理解で

きるようにな りました。ある既婚者 の

方がわた しにおっ しゃった言葉があ り

ます。｢結 婚 はやっぱ りしてみ ないと

分か らない もの よ。｣

あ ま り家庭の愛を知 らずに育ったわ

た しですが,小 さいころか ら自分の家

庭 を持つ ことを楽 しみ に してい まし

た。やは り福音によって結 ばれ,永 遠

に一緒にいたい と思 うとき,神 殿結婚

のす ばらしさを改めて感 じます。神殿

結婚 に導 いて くださった指導者に心か

ら感謝 してい ます。(や まだ･ゆ りか

扶助協会教師)

電話と手紙のやり取りを通して
地理的な問題もよいコー トシップの期間に

名古屋西ステーク高畑ワー ド

白井利典

た したちは,昨 年2月16日 か ら

わ 18日 の神殿 交流会で初めて知 り
合い,同 年8月24日 に東京神殿 におい

て結婚 しました。

わた したちの場合 は,神 殿交流会2日

目の活動前 に少 し話 をしたことがきっ

かけとな り,そ の 日の午後,気 に入 っ

た人の名前 を記入するリス トには1番 目

にお互いの名前を書いていました。そ

聖徒の道/1997年2月 号

12

の後2時 間ほ ど都 内でデー トを しま し

た。(そ の直後,彼 女は所用で仙台に帰

って しまったので,こ の とき実際に会

えたのは2時 間半 ぐらいです。)

そ れか らは約1か 月間,電 話 と手紙

で連絡 を取 り合い,2回 目に東京 で再

会 したときには,お 互い結婚 の約束を

交わ しま した。

ここで少 し交流会 の印象をお話 しす

ると,多 くの既婚者 の兄弟姉妹が とて
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｢デ ゼ レ ト･カ ンファレンス｣以 外

の若い女性 の活動 の一つ として,『 か

らし種』 というタイ トルで新聞 を発行

しています。 ここでは各支部の独 自の

カラーで若い女性の証や活動を分かち

合っています。

｢か らし種一粒 ほ どの信仰があるな

ら……あなたがたにできない事は,何

もないであろう｣(マ タイ17:20)と

｢デゼ レ ト･カ ンフ ァレンス｣に 集 った釧路地 方部のユー スと指導者たち

い うテーマ聖句 を掲 げ,様 々

な活動 によ り交流を深 めて い

ますが,遠 くて も努力す るこ

とによ り,良 い結果が生 まれ

ることを実感 しています。

各支部の会長会,支 部長会

の協力 と,主 イエス･キ リス

トの 見 守 りの 中,｢デ ゼ レ

ト･カ ンファレンス｣を 無事

に終 えることがで き,心 か ら

感 謝 してい ます。(レ ポー タ

ー:木 戸由美子
,釧 路地方部

若い女性第一副会長)

キリストを象徴する教会堂に
阪神大震災の混乱の中から

神戸ステーク北六甲支部

長沼雅仁

,の 支 部 を訪 問 す る と,『賛 美 歌 』

r｣2番 『山の上に』の歌を思い浮

かべ ます｣と 神戸伝道部の松下泰洋部

長 はおっしゃいます。昔の開拓者たち

が越えたロッキー山脈の ミニチュア版

のような感 じで,六 甲山脈を越 えた神

戸 市北 区 と西宮 市の北 の

境 に,約5年 前,こ の北六

甲支部は設立 され ました。

北六甲支部 は,1991年5

月5日,神 戸市北区,西 宮

市 の北部,そ れに三 田市,

鈴 蘭台方面 か らの教会 員

が 集い,約50人 で 始 ま り

ま した。 当時 はビルの 中
せい

にある体育 館 を借 り,聖
さん

餐会,続 いて 間仕切 りを

して部屋 を作 り,口 曜学

校 や初 等協 会,神 権 会,

扶 助協 会 な どの ク ラス を

開いてきました。

夏 は暑 く,冬 は身 も凍

る ような寒 い集会所 で し

た。それか らの4年 問,転

入会員,改 宗者,活 発化 などの働 きか

けによ り平均 出席が100人 を超え るよ

うにな り,1995年1月 に土地購入が決

定 されました。

わた したち会員が とて も喜んだ矢先

の2日 後,阪 神大震災に見舞われ,喜

びは混乱へ と変 わ りました。会員一人

一人の献身的な犠牲 と奉仕
,祈 りによ

り神戸市の復興 も進み,そ の年の12月

くわ

23日 に｢鍬 入れ式｣が 行われ ました。

この とき堂 ノ本勉 ステー ク会長 よ り

｢震 災でわた したちの心 は揺 れ,困 難

な状況 を経験 しましたが,こ れか らは

この教会堂の土台 と同 じように,神 様

の強い土台をわた したちの心 の中に築

きま しょう。それはわた したちの神様
あかし

に対す る思い,信 仰,証,そ してキ リ

ス トに対する知識などに よって築 き上

げてい くものです｣と,わ たしたちの

生活の基盤 は救 い主の教えであ るこ と

を再度強調 され ました。

そして,こ の度七十人のL･エ ドワ
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